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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イソシアネート基含有化合物と水酸基含有化合物とが反応してなるポリウレタン樹脂、
無機充填剤及び石油系炭化水素を含有するポリウレタン樹脂組成物であって、
　前記イソシアネート基含有化合物は、ポリイソシアネート化合物のイソシアヌレート変
性体を含み、
　前記無機充填剤の含有量は、ポリウレタン樹脂組成物１００質量％に対して、５０～８
５質量％であり、
　前記石油系炭化水素の含有量は、ポリウレタン樹脂組成物１００質量％に対して５～４
５質量％であり、
　前記石油系炭化水素は、芳香族系炭化水素又はオレフィン系炭化水素である、
ことを特徴とするポリウレタン樹脂組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載のポリウレタン樹脂組成物からなる封止材。
【請求項３】
　請求項２に記載の封止材を用いて樹脂封止された電気電子部品。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ポリウレタン樹脂組成物、封止材及び電気電子部品に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　近年、電気電子部品の高密度化および高集積化が進み、各部品に対して、信頼性の向上
が要求されている。特に、車のエンジンや、給湯器等に用いられる電気電子部品は、高温
高湿環境下にあっても高い信頼性が要求される。
【０００３】
　これらの電気電子部品は、耐湿性を付与するために封止材により封止されており、封止
材としてポリウレタン樹脂組成物が用いられている。このような封止材に用いられるポリ
ウレタン樹脂組成物には、高温高湿耐久性が要求される。
【０００４】
　熱的耐久性を示すポリウレタン樹脂組成物として、例えば、特定の水酸基含有化合物、
イソシアネート基含有化合物および無機充填剤（Ｄ）を含有するポリウレタン樹脂組成物
であって、無機充填剤（Ｄ）の配合量は、ポリウレタン樹脂組成物に対して、５０～９５
質量％であるポリウレタン樹脂組成物が提案されている（特許文献１参照）。
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載のポリウレタン樹脂組成物は、可塑剤としてエステル
系の可塑剤を用いることが記載されており、上述のような高温高湿環境下で用いられる電
気電子部品の用途に用いられるポリウレタン樹脂組成物としては、高温高湿耐久性が十分
でないという問題がある。
【０００６】
　また、高温環境下で用いられる電気電子部品に用いるポリウレタン樹脂組成物には、発
火を抑制するために難燃性が要求されるところ、特許文献１では難燃性については検討さ
れておらず、特許文献１のポリウレタン樹脂組成物は難燃性が十分でないという問題があ
る。
【０００７】
　更に、特許文献１ではポリウレタン樹脂組成物の硬化前の粘度については検討されてお
らず、塗布、成型する際の作業性については改善の余地がある。
【０００８】
　よって、高温高湿耐久性及び難燃性に優れ、且つ、作業性に優れたポリウレタン樹脂組
成物の開発が求められている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特許第５５５０１６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、高温高湿耐久性及び難燃性に優れ、且つ、作業性に優れたポリウレタン樹脂
組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明者は、鋭意研究を重ねた結果、イソシアネート基含有化合物と水酸基含有化合物
とが反応してなるポリウレタン樹脂、無機充填剤及び石油系炭化水素を含有するポリウレ
タン樹脂組成物において、上記イソシアネート基含有化合物がポリイソシアネート化合物
のイソシアヌレート変性体を含み、上記無機充填剤の含有量が特定の範囲である構成とす
れば、上記目的を達成できることを見出し、本発明を完成するに至った。
　即ち、本発明は、以下のポリウレタン樹脂組成物、封止材及び電気電子部品に関する。
１．イソシアネート基含有化合物と水酸基含有化合物とが反応してなるポリウレタン樹脂
、無機充填剤及び石油系炭化水素を含有するポリウレタン樹脂組成物であって、
　前記イソシアネート基含有化合物は、ポリイソシアネート化合物のイソシアヌレート変
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性体を含み、
　前記無機充填剤の含有量は、ポリウレタン樹脂組成物１００質量％に対して、５０～８
５質量％である、
ことを特徴とするポリウレタン樹脂組成物。
２．前記石油系炭化水素の含有量は、ポリウレタン樹脂組成物１００質量％に対して５～
４５質量％である、項１に記載のポリウレタン樹脂組成物。
３．前記石油系炭化水素は芳香族系炭化水素である、項１又は２に記載のポリウレタン樹
脂組成物。
４．項１～３のいずれかに記載のポリウレタン樹脂組成物からなる封止材。
５．項４ に記載の封止材を用いて樹脂封止された電気電子部品。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明のポリウレタン樹脂組成物は、高温高湿耐久性及び難燃性に優れ、且つ、作業性
に優れている。また、本発明の封止材も、上記ポリウレタン樹脂組成物からなるので、高
温高湿耐久性及び難燃性に優れている。更に、本発明の電気電子部品は、上記封止材を用
いて樹脂封止されているので、高温高湿環境下においても高い信頼性を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明のポリウレタン樹脂組成物、封止材及び電気電子部品について詳細に説明
する。
【００１４】
　本発明のポリウレタン樹脂組成物は、水酸基含有化合物とイソシアネート基含有化合物
とが反応してなるポリウレタン樹脂を含有する。
【００１５】
　イソシアネート基含有化合物は、ポリイソシアネート化合物のイソシアヌレート変性体
を含む。イソシアネート基含有化合物がポリイソシアネート化合物のイソシアヌレート変
性体を含むことにより、ポリウレタン樹脂組成物が優れた耐熱性を示し、且つ、優れた難
燃性を示す。
【００１６】
　上記ポリイソシアネート化合物のイソシアヌレート変性体としては、脂肪族ポリイソシ
アネート化合物、脂環族ポリイソシアネート化合物、芳香族ポリイソシアネート化合物お
よび芳香脂肪族ポリイソシアネート化合物をイソシアヌレート変性したものが挙げられる
。
【００１７】
　脂肪族ポリイソシアネート化合物としては、テトラメチレンジイソシアネート、ドデカ
メチレンジイソシアネート、ヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）、２，２，４－
トリメチルヘキサメチレンジイソシアネート、２，４，４－トリメチルヘキサメチレンジ
イソシアネート、リジンジイソシアネート、２－メチルペンタン－１，５－ジイソシアネ
ート、３－メチルペンタン－１，５－ジイソシアネート等が挙げられる。
【００１８】
　脂環族ポリイソシアネート化合物としては、イソホロンジイソシアネート、水添キシリ
レンジイソシアネート、４，４’－ジシクロヘキシルメタンジイソシアネート、１，４－
シクロヘキサンジイソシアネート、メチルシクロヘキシレンジイソシアネート、１，３－
ビス（イソシアネートメチル）シクロヘキサン等が挙げられる。
【００１９】
　芳香族ポリイソシアネート化合物としては、トリレンジイソシアネート、２，２’－ジ
フェニルメタンジイソシアネート、２，４’－ジフェニルメタンジイソシアネート、４，
４’－ジフェニルメタンジイソシアネート（ＭＤＩ）、４，４’－ジベンジルジイソシア
ネート、１，５－ナフチレンジイソシアネート、キシリレンジイソシアネート、１，３－
フェニレンジイソシアネート、１，４－フェニレンジイソシアネート等が挙げられる。
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【００２０】
　芳香脂肪族ポリイソシアネート化合物としては、ジアルキルジフェニルメタンジイソシ
アネート、テトラアルキルジフェニルメタンジイソシアネート、α，α，α，α－テトラ
メチルキシリレンジイソシアネート等が挙げられる。
【００２１】
　上記ポリイソシアネート化合物のイソシアヌレート変性体としては、脂肪族ポリイソシ
アネート化合物、脂環族ポリイソシアネート化合物、又は芳香族ポリイソシアネート化合
物のイソシアヌレート変性体が好ましく、中でも、ヘキサメチレンジイソシアネート、又
はジフェニルメタンジイソシアネートのイソシアヌレート変性体がより好ましい。
【００２２】
　上記ポリイソシアネート化合物のイソシアヌレート変性体は、単独で用いてもよいし、
２種以上を混合して用いてもよい。
【００２３】
　ポリイソシアネート化合物のイソシアヌレート変性体を含むイソシアネート基含有化合
物の市販品としては、コロネート ＨＸ（商品名　ＨＤＩ系イソシアヌレート　日本ポリ
ウレタン社製）、デュラネート　ＴＬＡ－１００（商品名　ＨＤＩ系イソシアヌレート）
等が挙げられる。
【００２４】
　イソシアネート基含有化合物には、上記ポリイソシアネート化合物のイソシアヌレート
変性体の他に、他のイシソアネート基含有化合物を含んでいてもよい。他のイソシアネー
ト基含有化合物の例としては、上述の脂肪族ポリイソシアネート化合物、脂環族ポリイソ
シアネート化合物、芳香族ポリイソシアネート化合物および芳香脂肪族ポリイソシアネー
ト化合物等が挙げられ、また、これらのポリイソシアネート化合物や、これらのアロファ
ネート変性体が挙げられる。
【００２５】
　本発明のポリウレタン樹脂組成物において、用いられるイソシアネート基含有化合物の
量は、ポリウレタン樹脂組成物を１００質量％として１～３０質量％が好ましく、４～２
０質量％がより好ましい。イソシアネート基含有化合物の含有量が多過ぎるとポリウレタ
ン樹脂組成物が硬化不良を生じるおそれがあり、少な過ぎると硬化したポリウレタン樹脂
組成物の高温高湿耐久性が低下するおそれがある。
【００２６】
　本発明のポリウレタン樹脂組成物において、用いられる水酸基含有化合物としては、特
に限定されず、ポリウレタン樹脂組成物において従来ポリオール成分として用いられてい
るものを各種使用することが可能である。上記ポリオール成分としては、例えば、ポリブ
タジエンポリオール、エチレングリコール、１，３－プロパンジオール、１，２－プロパ
ンジオール、２メチル１，３－プロパンジオール、１，４－ブタンジオール、１，３－ブ
タンジオール、１，４ペンタンジオール、１，５－ペンタンジオール、１，６－ヘキサン
ジオール、１，５－ヘキサンジオール、１，２－ヘキサンジオール、２，５－ヘキサンジ
オール、オクタンジオール、ノナンジオール、デカンジオール、ジエチレングリコール、
トリエチレングリコール、ジプロピレングリコール、シクロヘキサンジオール、トリメチ
ロールプロパン、グリセリン、２－メチルプロパン－１、２，３－トリオール、１，２，
６－ヘキサントリオール、ペンタエリスリット、ポリラクトンジオール、ポリラクトント
リオール、エステルグリコール、ポリエステルポリオール、ポリエーテルポリオール、ポ
リカーボネートポリオール、アクリルポリオール、シリコーンポリオール、フッ素ポリオ
ール、ポリテトラメチレングリコール、ポリプロピレングリコール、ポリエチレングリコ
ール、ポリカプロラクトンポリオール、水酸基含有液状ポリイソプレンの水素化物、水酸
基含有液状ポリブタジエンの水素化物等が挙げられる。
【００２７】
　上記ポリオール成分の中でも、ポリブタジエンポリオールを用いることが好ましい。上
記ポリブタジエンポリオールとしては、例えば、１，４結合を６０～９０モル％、及び１
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，２結合を１０～４０モル％有するポリブタジエンからなる繰り返し単位を有し、繰り返
し数は１０～１４であり、両末端に水酸基を有するポリオールが挙げられる。
【００２８】
　上記ポリブタジエンポリオールの分子量は、８００～４８００であることが好ましく、
１２００～３０００であることがより好ましい。
【００２９】
　上記ポリオール成分としては、また、ひまし油系ポリオールを用いることができる。上
記ひまし油系ポリオールとしては、ひまし油、又はひまし油誘導体等が挙げられる。
【００３０】
　上記ひまし油誘導体としては、ひまし油脂肪酸；ひまし油又はひまし油脂肪酸に水素付
加した水素化ひまし油；ひまし油とその他の油脂のエステル交換物；ひまし油と多価アル
コールの反応物；ひまし油脂肪酸と多価アルコールとのエステル化反応物；これらにアル
キレンオキサイドを付加重合したもの等が挙げられる。
【００３１】
　上記ひまし油系ポリオールとしては、水素化ひまし油を用いることが好ましい。
【００３２】
　上記ポリオール成分は、ポリブタジエンポリオール、及びひまし油系ポリオールを含ん
でいてもよい。この場合、ポリブタジエンポリオールと、ひまし油系ポリオールとの配合
比は、ポリブタジエンポリオールと、ひまし油系ポリオールとの総量を１００質量％とし
て、（ポリブタジエンポリオール）：（ひまし油系ポリオール）＝９０：１０質量％～５
０：５０質量％であることが好ましく、９０：１０質量％～７０：３０質量％であること
がより好ましい。上記配合比のポリオール成分を用いると、ポリイソシアネート成分との
相溶性に優れ、また、ポリウレタン樹脂組成物の粘度が低くなり、より作業性に優れた特
性を示すことができる。
【００３３】
　上記ポリオール成分の市販品としては、出光興産化学株式会社製水酸基含有液状ポリブ
タジエン　Ｐｏｌｙ　ｂｄ（登録商標）Ｒ－１５ＨＴ（商品名）、Ｒ－４５ＨＴ（商品名
）等が挙げられる。
【００３４】
　本発明のポリウレタン樹脂組成物において、用いられる水酸基含有化合物の量は、ポリ
ウレタン樹脂組成物を１００質量％として、５～４０質量％が好ましく、１０～４０質量
％がより好ましい。水酸基含有化合物の含有量が多過ぎると硬化不良を生じるおそれがあ
り、少な過ぎると得られるポリウレタン樹脂組成物の耐熱性が低くなるおそれがある。
【００３５】
　本発明のポリウレタン樹脂組成物は、上記イソシアネート基含有化合物と、上記水酸基
含有化合物とのＮＣＯ／ＯＨ比が０．６～２．０であることが好ましく、０．７～１．５
であることがより好ましい。ＮＣＯ／ＯＨ比が小さ過ぎるとポリウレタン樹脂組成物の耐
熱性が低下するおそれがある。ＮＣＯ／ＯＨ比が大き過ぎるとポリウレタン樹脂組成物が
硬化不良を生じるおそれがある。
【００３６】
　本発明のポリウレタン樹脂組成物は、無機充填剤を含む。上記無機充填剤としては特に
限定されないが、従来公知の無機充填剤を用いることができる。このような無機充填剤と
しては、例えば、アルミナ、水酸化アルミニウム、窒化アルミニウム、窒化ホウ素、水酸
化マグネシウム、酸化マグネシウムである。これらのうち、放熱性に優れることから、ア
ルミナ、酸化マグネシウム、窒化アルミニウム、窒化ホウ素、ゼオライト等が挙げられる
が、難燃性に優れる点で、水酸化アルミニウム、水酸化マグネシウム等の金属水和化合物
が好ましい。
【００３７】
　本発明のポリウレタン樹脂組成物において、無機充填剤の含有量は、ポリウレタン樹脂
組成物１００質量％に対して５０～８５質量％である。無機充填剤の含有量が５０質量％
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より少ないと、ポリウレタン樹脂組成物が難燃性に劣る。無機充填剤の量が８５質量％を
超えるとポリウレタン樹脂組成物の製造時の混合粘度が高くなり、作業性が低下する。
【００３８】
　本発明のポリウレタン樹脂組成物は、石油系炭化水素を含有する。石油系炭化水素は、
ガソリン・重油・軽油等の石油由来の炭化水素である。石油系炭化水素としては、パラフ
ィン系炭化水素、オレフィン系炭化水素、ナフテン系炭化水素、芳香族系炭化水素が挙げ
られる。
【００３９】
　パラフィン系炭化水素は、分子式ＣｎＨ２ｎ＋２で示される飽和鎖状化合物である。本
発明のポリウレタン樹脂組成物に用いられるパラフィン系炭化水素の市販品としては、例
えば、ダイアナプロセスオイルＰＷ－３２（商品名　出光興産社製）等が挙げられる。
【００４０】
　オレフィン系炭化水素は、二重結合を有する鎖状炭化水素であり、例えば、分子内に二
重結合が１個存在する場合はＣｎＨ２ｎの一般式で示される。本発明のポリウレタン樹脂
組成物に用いられるオレフィン系炭化水素の市販品としては、例えば、ＤＵＲＡＳＹＮ（
登録商標）１７０　Ｐｏｌｙａｌｐｈａｏｌｅｆｉｎｓ（商品名　イネオスオリゴマーズ
　ジャパン社製）等が挙げられる。
【００４１】
　ナフテン系炭化水素は、1分子中に少なくとも1個の飽和環（ナフテン環）を含む炭化水
素であり、シクロペンタン、シクロヘキサン等が挙げられる。本発明のポリウレタン樹脂
組成物に用いられるナフテン系炭化水素の市販品としては、例えば、ＳＵＮ　Ｎｏ．６　
ＩＮＳＵＬＡＴＩＮＧ　ＯＩＬ（商品名　日本サン石油社製）等が挙げられる。
【００４２】
　芳香族系炭化水素は、１分子中に少なくとも１個の芳香族環を含む炭化水素であり、ベ
ンゼンを基本構造とする芳香族化合物が挙げられる。より具体的には、ベンゼンおよびベ
ンゼンに側鎖のついた単環化合物が挙げられるが、２環、３環の多環縮合芳香族化合物や
、芳香族環とナフテン環の両方を含む化合物も挙げられる。本発明のポリウレタン樹脂組
成物に用いられる芳香族炭化水素としては、ベンゼン、ナフタレン等が挙げられる。また
、本発明のポリウレタン樹脂組成物に用いられる芳香族系炭化水素の市販品としては、例
えば、ダイアナプロセスオイルＡＣ－４６０（商品名　出光興産社製）等が挙げられる。
【００４３】
　本発明のポリウレタン樹脂組成物に用いる石油系炭化水素としては、水酸基含有化合物
との相溶性に優れる点で、芳香族系炭化水素、ナフテン系炭化水素が好ましく、芳香族系
炭化水素がより好ましい。
【００４４】
　石油系炭化水素の含有量は、ポリウレタン樹脂組成物１００質量％に対して０．１～４
５質量％が好ましく、５～４５質量％がより好ましく、５～３０質量％が更に好ましい。
石油系炭化水素が少な過ぎるとポリウレタン樹脂組成物の相溶性が低下するおそれがある
。
【００４５】
　本発明のポリウレタン樹脂組成物は、上記イソシアネート基含有化合物と水酸基含有化
合物とが反応してなるポリウレタン樹脂、無機充填剤、及び石油系炭化水素の他に、可塑
剤を含有していてもよいが、より高い高温高湿耐久性を示すことができる点で、可塑剤を
含有しないことが好ましい。本発明のポリウレタン樹脂組成物が可塑剤を含有する場合、
可塑剤の含有量の上限は、ポリウレタン樹脂組成物を１００質量％として２０質量％が好
ましく、１５質量％がより好ましい。
【００４６】
　可塑剤としては、例えば、ジオクチルフタレート、ジイソノニルフタレート、ジウンデ
シルフタレート等のフタル酸エステル、ジオクチルアジペート、ジイソノニルアジペート
等のアジピン酸エステル、メチルアセチルリシノレート、ブチルアセチルリシノレート、
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アセチル化リシノール酸トリグリセリド、アセチル化ポリリシノール酸トリグリセリド等
のひまし油系エステル、トリオクチルトリメリテート、トリイソノニルトリメリテート等
のトリメリット酸エステル、テトラオクチルピロメリテート、テトライソノニルピロメリ
テート等のピロメリット酸エステル等が挙げられる。これらのうち、トリメリット酸エス
テルがより好ましい。
【００４７】
　本発明のポリウレタン樹脂組成物は、また、リン酸エステル系難燃剤を含有していても
よい。リン酸エステル系難燃剤としては、リンを含有する難燃剤であれば特に限定されな
いが、例えば、トリメチルホスフェート（ＴＭＰ）、トリエチルホスフェート（ＴＥＰ）
、トリフェニルホスフェート（ＴＰＰ）、トリクレジルホスフェート（ＴＣＰ）、トリキ
シレニルホスフェート（ＴＸＰ）、クレジルジフェニルホスフェート（ＣＤＰ）、クレジ
ルジ２，６－キシレニルホスフェート等の非ハロゲン酸エステル；芳香族縮合リン酸エス
テル等の非ハロゲン縮合リン酸エステル等が挙げられる。中でも、トリクレジルホスフェ
ート、トリキシレニルホスフェートが好ましい。
【００４８】
　リン酸エステル系難燃剤の含有量は、ポリウレタン樹脂組成物１００質量％に対して１
５～４０質量％が好ましく、２０～３５質量％がより好ましい。本発明のポリウレタン系
樹脂組成物のリン酸エステル系難燃剤の含有量が多過ぎると高温高湿耐久性が低下するお
それがあり、少な過ぎると十分な難燃性を示せないおそれがある。
【００４９】
　本発明のポリウレタン樹脂組成物には、触媒、酸化防止剤、吸湿剤、防黴剤、シランカ
ップリング剤等、必要に応じて各種の添加剤を添加することができる。
【００５０】
　触媒としては特に限定されないが、ウレタン樹脂組成物に用いられる従来公知の触媒を
用いることができる。このような触媒としては、ジオクチル錫ジラウレート、ジブチル錫
ジラウレート、ジオクチル錫ジアセテート等の錫触媒；オクチル酸鉛、オクテン酸鉛、ナ
フテン酸鉛等の鉛触媒；オクチル酸ビスマス、ネオデカン酸ビスマス等のビスマス触媒、
ジエチレントリアミン等のアミン系触媒等が挙げられる。また、上記触媒としては、有機
金属化合物、金属錯体化合物等を用いてもよい。
【００５１】
　これらの添加剤の使用量は、その使用目的に応じて、ポリウレタン樹脂組成物の所望の
特性を阻害することのないように、通常の添加量と同定の範囲から適宜決定すればよい。
【００５２】
　本発明のポリウレタン樹脂組成物が硬化前の液状である場合、その粘度は５００～２０
００００ｍＰａ・ｓが好ましく、５００～１０００００ｍＰａ・ｓがより好ましい。粘度
を上記範囲とすることにより、本発明のポリウレタン樹脂組成物が、より高い作業性を示
すことができる。なお、本明細書において、硬化前のポリウレタン樹脂組成物の粘度は、
以下に示す測定方法により測定される値である。すなわち、水酸基含有化合物を含む成分
を調製してＢ成分とし、混合機（商品名：あわとり練太郎、シンキ－社製）を用いて２０
００ｒｐｍで３分混合した後２３℃に調整する。また、別途イソシアネート基含有化合物
を含む成分を調製してＡ成分とし、２３℃に調整する。次いで、Ｂ成分にＡ成分を添加し
て、上記混合機を用いて２０００ｒｐｍで６０秒間混合する。混合開始から２分後の混合
液の粘度をＢＨ型粘度計を用いて測定し、硬化前のポリウレタン樹脂組成物の粘度の測定
値とする。
【００５３】
　本発明のポリウレタン樹脂組成物を製造する方法としては特に限定されず、ポリウレタ
ン樹脂組成物を製造する方法として用いられる従来公知の方法により製造することができ
る。
【００５４】
　このような製造方法としては、例えば、イソシアネート基含有化合物を含む成分を調製
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してＡ成分、水酸基含有化合物を含む成分を調製してＢ成分とし、Ａ成分とＢ成分とを混
合することにより反応させてポリウレタン樹脂として、当該ポリウレタン樹脂を含有する
ポリウレタン樹脂組成物を製造する方法が挙げられる。
【００５５】
　上記Ａ成分がイソシアネート基含有化合物を含有し、上記Ｂ成分が水酸基含有化合物を
含有していれば、他の成分は、Ａ成分又はＢ成分のどちらに含有されていてもよい。中で
も、Ｂ成分に無機充填剤が含まれている構成が好ましい。このような構成とすることによ
り、無機充填剤に含まれる水分とポリイソシアネート基含有化合物が反応することによる
ポリウレタン樹脂の硬化不良を抑制することができる。
【００５６】
　上記Ａ成分及びＢ成分の構成の組み合わせとしては、具体的には、Ａ成分がイソシアネ
ート基含有化合物のみを含有し、Ｂ成分が水酸基含有化合物、無機充填剤、石油系炭化水
素、並びに、必要に応じて可塑剤、リン酸エステル系難燃剤、及び、上述の添加剤を含有
する構成、Ａ成分がイソシアネート基含有化合物及びリン酸エステル系難燃剤を含有し、
Ｂ成分が、水酸基含有化合物、無機充填剤、石油系炭化水素、並びに、必要に応じて可塑
剤、及び、上述の添加剤を含有する構成が好ましい。このような構成とすることにより、
Ａ成分及びＢ成分が液安定性に優れる。また、より具体的には、Ａ成分がイソシアネート
基含有化合物、可塑剤を含有し、Ｂ成分が水酸基含有化合物、リン酸エステル系難燃剤、
無機充填剤、石油系炭化水素を含有する構成、Ａ成分がイソシアネート基含有化合物、石
油系炭化水素、リン酸エステル系難燃剤、可塑剤及び無機充填剤を含有し、Ｂ成分が水酸
基含有化合物、可塑剤を含有する構成であってもよい。また、イソシアネート基含有化合
物及び水酸基含有化合物以外は、Ａ成分及びＢ成分に含まれず、別途Ｃ成分として調製さ
れ、添加されてもよい。
【００５７】
　ポリウレタン樹脂組成物は、硬化前の液状であってもよいし、硬化していてもよい。ポ
リウレタン樹脂組成物を硬化させる方法としては、上記Ａ成分及びＢ成分を混合すること
により、イソシアネート基含有化合物と水酸基含有化合物とを反応させてポリウレタン樹
脂とすることによりポリウレタン樹脂組成物を経時的に硬化させる方法が挙げられるが、
加熱により硬化させてもよい。この場合、加熱温度は４０～１２０℃程度が好ましく、加
熱時間は、０．１～２４時間程度が好ましい。
【００５８】
　本発明は、また、上記ポリウレタン樹脂組成物からなる封止材でもある。上記ポリウレ
タン樹脂組成物からなる封止材は、高温高湿耐久性及び難燃性に優れ、且つ、作業性に優
れているので、高温高湿環境下で使用される電気電子部品や、発熱を伴う電気電子部品等
に好適に使用することができる。このような電気電子部品としては、トランスコイル、チ
ョークコイル及びリアクトルコイル等の変圧器や機器制御基盤、各種センサー等が挙げら
れる。このような電気電子部品も、本発明の一つである。本発明の電気電子部品は、電気
洗濯機、便座、湯沸し器、浄水器、風呂、食器洗浄機、電動工具、自動車、バイク等に用
いることができる。
【実施例】
【００５９】
　以下に実施例及び比較例を示して本発明を具体的に説明する。但し、本発明は実施例に
限定されない。
【００６０】
　実施例、及び比較例に使用する原料を下記に示す。
・水酸基含有化合物：ポリブタジエンポリオ－ル　商品名；Poly bd R-15HT（出光興産社
製）
・無機充填剤１：水酸化アルミニウム　商品名；ハイジライト H-32（昭和電工社製）
・無機充填剤２：水酸化アルミニウム　商品名；ハイジライト H-42（昭和電工社製）
・石油系炭化水素１：芳香族系炭化水素　商品名；ダイアナプロセスオイルAC-460（出光
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興産社製）
・石油系炭化水素２：ナフテン系炭化水素　商品名；SUN No.6 INSULATING OIL（日本サ
ン石油社製）
・石油系炭化水素３：オレフィン系炭化水素　商品名；DURASYN(登録商標)170 Polyalpha
olefins(デュラシン 170)（イネオスオリゴマ－ズ ジャパン社製）
・可塑剤：ジウンデシルフタレ－ト　商品名；サンソサイザーDINP（新日本理化社製）
・触媒：ジオクチル錫ジラウレ－ト　商品名；ネオスタンU-810（日東化成社製）
・酸化防止剤：商品名；イルガノックス1010（チバスペシャリティ－ケミカルズ社製）
・イソシアネート基含有化合物：HDI系イソシアヌレート　商品名；デュラネ－ト　TLA-1
00（旭化成ケミカルズ社製）
【００６１】
　（ポリウレタン樹脂組成物の調製）
　表１に示すＢ剤の配合の原料を、加熱、冷却、減圧装置を備えた反応釜に投入し、１０
０℃、１０ｍｍＨｇ以下の圧力下で２時間かけて脱水し、ポリオール成分（Ｂ剤）を調製
した。
【００６２】
　ポリイソシアネート成分として、上記原料のイソシアネート基含有化合物を用意して、
Ａ剤とした。
【００６３】
　表１に示す配合量で、Ｂ剤にＡ剤を加えて攪拌し、脱泡して混合することによりポリウ
レタン樹脂組成物を得た。Ｂ剤とＡ剤との混合は、ポリオール成分（Ｂ剤）を２３℃に調
整し、続いて２３℃に調整したポリイソシアネート成分（Ａ剤）を添加し、自転・公転ミ
キサー（あわとり練太郎、シンキー社製）を用いて、回転数２０００ｒｐｍで1分間撹拌
することにより行った。
【００６４】
　なお、Ａ剤とＢ剤との配合比率は、ポリイソシアネート成分中のイソシアネート基１当
量に対してポリオール成分中の活性水素が１当量となるように調製した。
【００６５】
　（試験片の作成）
　１３０×１３０×１．５ｍｍの成型用型Ａ、および内径３０ｍｍ、高さ１０ｍｍの成形
用型Ｂに、調製したポリウレタン樹脂組成物を注入した。それぞれを６０℃で１６時間加
熱した後、室温で１日放置して硬化させ、試験片Ａ及びＢを調製した。調製した試験片Ａ
及びＢを用い、以下に示す方法で相溶性、高温高湿耐久性、及び難燃性の試験を行った。
【００６６】
　以上のように調製した実施例及び比較例のポリウレタン樹脂組成物を用いて、下記の試
験を行った。
【００６７】
　作業性
　硬化前のポリウレタン樹脂組成物の粘度を、以下に示す測定方法により測定した。すな
わち、水酸基含有化合物を含む成分を調製してＢ成分とし、混合機（商品名：あわとり練
太郎、シンキ－社製）を用いて２０００ｒｐｍで３分混合した後２３℃に調整した。また
、別途イソシアネート基含有化合物を含む成分を調製してＡ成分とし、２３℃に調整した
。次いで、Ｂ成分にＡ成分を添加して、上記混合機を用いて２０００ｒｐｍで６０秒間混
合した。混合開始から２分後の混合液の粘度をＢＨ型粘度計を用いて測定し、硬化前のポ
リウレタン樹脂組成物の粘度を測定した。測定された粘度に基づいて、下記評価基準に従
って作業性を評価した。
○：粘度が１２００００ｍＰａ・ｓ未満
△：粘度が１２００００～２０００００ｍＰａ・ｓ
×：粘度が２０００００ｍＰａ・ｓを超える
【００６８】
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　硬化物外観（相溶性）
　硬化後のポリウレタン樹脂組成物である試験片Ｂの表面状態を目視で観察し、下記評価
基準に従って相溶性を評価した。
○：表面に液滴及び曇りが見られない
△：液滴は殆ど確認できないが、若干曇りが生じている
×：表面から液滴が生じている（ブリードアウト発生）
【００６９】
　高温高湿耐久性１
　硬化後のポリウレタン樹脂組成物である試験片Ｂを用いて、１５１℃、１００％ＲＨ　
５気圧／２００時間の条件でプレッシャークッカー試験を行った。プレッシャークッカー
試験後の外観を目視で観察し、下記評価基準に従って高温高湿耐久性１を評価した。
○：形状が保持されている
×：形状が保持されていない、又は、膨れあがっている
【００７０】
　高温高湿耐久性２
　硬化後のポリウレタン樹脂組成物である試験片Ｂを用いて、１５１℃、１００％ＲＨ　
５気圧／２００時間の条件でプレッシャークッカー試験を行った。プレッシャークッカー
試験後の硬度（タイプＡ）をＪＩＳ　Ｋ６２５３に従って測定し、プレッシャークッカー
試験前の硬度に対するプレッシャークッカー試験後の硬度の割合（％）を算出して硬度保
持率とし、下記評価基準に従って高温高湿耐久性２を評価した。
○：硬度保持率が４０％以上
×：硬度保持率が４０％未満
【００７１】
　放熱性
　調製したポリウレタン樹脂組成物を６ｃｍ×１２ｃｍ×１ｃｍの金型に流し込み、６０
℃、１６時間の条件で硬化させた後に脱型し、更に２３℃で２４時間放置することにより
熱伝導率測定用の試験片を調製した。調製した試験片を用いて、京都電子機器社製　ＱＴ
Ｍ－５００により熱伝導率を測定し、下記評価基準に従って放熱性を評価した。
○：熱伝導率が０．６Ｗ／ｍ・ｋ以上
×：熱伝導率が０．６Ｗ／ｍ・ｋ未満
【００７２】
　難燃性
　硬化後のポリウレタン樹脂組成物である試験片Ａを用いて難燃性試験を行った。試験は
、米国のＵｎｄｅｒｗｒｉｔｅｒｓ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ，Ｉｎｃ．により制定さ
れた燃焼試験規格（ＵＬ９４）に基づいて行った。下記評価基準に従って難燃性を評価し
た。
○：Ｖ－０
△：Ｖ－２
×：ＨＢ
【００７３】
　結果を表１に示す。
【００７４】
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【表１】

【産業上の利用可能性】
【００７５】
　本発明のポリウレタン樹脂組成物は、高温高湿耐久性及び難燃性に優れ、且つ、作業性
に優れている。このため、電気製品等の分野で利用が可能である。
【要約】
【課題】高温高湿耐久性及び難燃性に優れ、且つ、作業性に優れたポリウレタン樹脂組成
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物を提供することを目的とする。
【解決手段】イソシアネート基含有化合物と水酸基含有化合物とが反応してなるポリウレ
タン樹脂、無機充填剤及び石油系炭化水素を含有するポリウレタン樹脂組成物であって、
　前記イソシアネート基含有化合物は、ポリイソシアネート化合物のイソシアヌレート変
性体を含み、
　前記無機充填剤の含有量は、ポリウレタン樹脂組成物１００質量％に対して、５０～８
５質量％である、
ことを特徴とするポリウレタン樹脂組成物。
【選択図】 なし
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